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こ
の
た
び
、

令
和
８
年
４

月
1
日
付
け

で
、
病
院
局

長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。

私
自
身
、
当

院
に
は
過
去
に
11
年
間
勤
務
し
、
昨
年

度
か
ら
病
院
事
務
職
に
戻
り
病
院
局
次

長（
兼
）事
務
長
と
し
て
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
の
赴
任
時
は

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
期
で
あ
り
、
ま
わ

り
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
が
ら
関

わ
り
、
施
設
修
繕
な
ど
の
業
務
も
行
い

な
が
ら
、
他
職
種
の
方
々
と
意
見
を
交

わ
し
、
市
役
所
と
は
違
っ
た
環
境
の
中

で
業
務
を
行
っ
て
い
た
の
が
思
い
出
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。
再
び
こ
の
病
院
で
、

新
た
な
役
割
を
担
え
る
こ
と
を
と
て
も

嬉
し
く
、
そ
し
て
心
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　
地
域
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
わ
り
続
け
、
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
医
療
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
加
え
、
医

師
・
看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
件
費
の
上
昇
や
物
価
高

騰
な
ど
、
病
院
経
営
に
直
接
影
響
を
与

え
る
要
因
も
増
え
て
お
り
、
公
立
病
院

と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
な
が
ら
安
定

し
た
運
営
を
続
け
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
当
院
が
地
域

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
「
安
心
し
て
頼
れ

る
病
院
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
人

数
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
働
き
や
す
さ

や
成
長
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
も

含
め
て
、
少
し
で
も
職
員
の
負
担
を
減

ら
し
、
気
持
ち
よ
く
働
け
る
よ
う
、
業

務
の
見
直
し
や
チ
ー
ム
で
支
え
合
え
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
、
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
の

業
務
の
効
率
化
や
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共

有
等
で
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ

な
げ
る
と
い
っ
た
、
医
療
D
X
の
推
進

も
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
公
立
病
院
に
は
、
地
域
の
最
後
の
砦

と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
ほ

ど
経
営
が
厳
し
く
と
も
、
地
域
の
皆
さ

ま
が
必
要
と
す
る
医
療
を
守
り
続
け
る

こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大
切

な
使
命
で
す
。
そ
の
使
命
を
果
た
す
た

め
に
も
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
丁

寧
な
対
応
や
、
部
署
を
越
え
た
協
力
体

制
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
現
場
の
声
を
聴
く
こ
と
を
何
よ
り

大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
気
に
な
る
こ
と
な
ど
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
お
声
が
け
い
た
だ
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

　
日
々
地
域
医
療
を
支
え
、
患
者
さ
ん

に
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
職
員

の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん
や
、
ご
関

係
の
皆
さ
ま
か
ら
も
当
院
を
誇
り
に

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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　当院では、奇数月の第3水曜日に院内で糖尿病教室を開催しています。
今年度の予定は以下のとおりです。
　当院に受診されてない方、糖尿病ではない方、患者さまのご家族など、どなたでもご自由に
ご参加いただけます。
　予約・参加費は不要ですので、お気軽にお越しください。

糖尿病教室開催のお知らせ
糖尿病委員会

※日程および内容は変更となる場合があります。
　最新情報は院内掲示でもご案内いたしますのでご確認ください。

日程 内容 講師

2026年5月21日㈭ 糖尿病とは
うえだ内科クリニック
糖尿病内科専門医　上田一裕先生

2026年7月15日㈬ 糖尿病と眼疾患 当院眼科　新美　光先生

2026年9月16日㈬ 糖尿病と心臓病 当院循環器内科　林　和德先生

2026年11月18日㈬ 糖尿病と歯周病 当院歯科口腔外科　齊藤昌樹先生

2027年1月20日㈬
糖尿病と腎臓病/
食事療法

当院腎臓内科　西尾文利先生 /
当院栄養管理科　管理栄養士

2026年度　糖尿病教室開催予定

新入職員です。よろしくお願いします。



地域医療連携室

誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります。命の危険が迫っ
た状態になると、約70％の方が、医療やケアなどを自分で決めたり、望みを人に伝えたりする
ことができなくなると言われています。
　そのため、自らが希望する医療やケアを受けるために、大切にしていることや望んでいるこ
とを周囲の人たちと事前に話し合い、共有することが重要となります。
　この取り組みが人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）と呼ばれるもので、中
津川市は、この取り組みを推進しています。中津川市の取り組みと並行して、当院は患者さん
一人ひとりが考えるACPを確認し、尊重する姿勢で治療を進めています。一例として、心肺停
止となった場合、蘇生するかどうか、医療的な処置の選択を伺っています。後悔のない最期を
迎えるためには、患者さんやご家族とコミュニケーションをとることが最重要であるのは言う
までもありません。

　しかしながら、ご家族から不十分であるとのご指摘をいただくこともあります。当院は、ご
家族からいただきました以下の意見を真摯に受け止め、ACPに寄り添う医療機関として日々取
り組んで参ります。ご理解いただきますようお願い申し上げます。

人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）に関わる病院として

ご家族からのご意見
・患者本人と家族の尊厳を守ること
・意思決定に十分な情報と時間を保障すること
・心のケアを含めた寄り添いを行うこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　を強く望みます。

2026年3月4日から8日にかけて、オーストリア・ウィーン
で開催された国際学会European Congress of Radiology
（ECR）に参加しました。ECRはヨーロッパ最大級の放射
線医学に関する学会であり、世界中から多くの医療関係者
が集まりました。
　当院からはマンモグラフィ（乳房X線検査）に関する研
究を電子ポスターとして発表し、高評価演題として口頭発
表も行いました。海外の研究者や医療機器メーカーの方々
と直接交流できたことは、大変貴重な経験となりました。
　また、会場ではAI（人工知能）を活用した最新の医療技
術について多くの発表があり、今後の医療の発展を強く感
じました。今回の経験を今後の診療や研究に活かし、より
質の高い医療の提供に貢献していきたいと考えています。

国際学会参加報告
放射線学会発表



中津川市民病院各科診療担当医表

田中 田中 田中 田中

丸山

徳武

田中

岩田・
平岩

岩田・
平岩

岩田・
平岩

岩田・
平岩

岩田・
平岩

! "～

丸山 丸山 前川

狩野 後藤 田中 船橋

後藤 前川

矢野(順)

田中 甲斐 横井

柘植 牛田 太田 児玉 太田

福原 柘植 福原 白﨑 児玉

岡田 新美 岡田 新美

西幹 浅井 加藤 鹿野

和泉

加藤

後藤 後藤 担当医 後藤

豊國 岡﨑

新美 岡 岡

新美

岡 岡

～

成田

成田 齊藤 齊藤 齊藤

齊藤 成田 澤木 佐々木

成田 齊藤 齊藤 齊藤

佐々木 佐々木 成田

澤木

佐々木 佐々木 成田・
佐々木

成田・
佐々木

成田

齊藤

前川

初診
担当医 佐々木
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担当医 担当医担当医 担当医

吉本 担当医 担当医


